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いだのであろう｡ 清雄の回想である ｢洋画上の閲歴 河村清雄君談話｣によれば,オランダ船
やロシア船の乗船など外交問題が多発していた当時,｢誰か強情な者を遣らなくちや成らない

























































人 文 学 報
また著述家,旅行家としても知られていたが,アメリカにおける日本紹介にも重要な役割を果
たした人物で,ワシントンの日本公使館に1871年から11年間にわって勤務しているが,清雄

















たずして辞職｡ ここで清雄を救ったのは,勝海舟であった｡ 1883年 1月に勝海舟を通じて徳
川家代々の肖像画を依頼された清雄は,有職故実家から束帯の装束を借りそれを故実家の息子
に着せて写真に撮り, また日本古来の色を研究するなど,熱心に準備し,翌年には 〈昭得院























































であった｡ ポール ･クローデルが駐日大使であった当時, レグィは1925年末に開館したばか
りの日仏会館の初代館長の任についており,高楠順次郎21)とともに仏教辞典 『法宝義林』編纂













えであった｡会心の思いであったに違いない清雄は,裏側に誇らしげに ｢日本 川村清雄 七
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図3 清雄宛岸清一書簡
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フランスへ渡った日本 (高階)
図6 原田西潮 《乾坤再明》明治36



























ている｡ また,女性の髪の結 方や男 図7 中村不折 《建国籾等


































































































































































他の人々 [引用者註 :その少し前に出てくる ｢強い絵を描いた｣｢又平,惟年,光琳など｣の
こと]が,板戸や其の外大きな装飾物へ,壁画的のものを措いたのを,油絵貝を持って試みた
いと云ふ望みを起したのであります｣72) と語っている｡そして,このような意識は同時期の岡






















弘光 〈観菊会》などの作品は,とりわけ注目に値する｡ また金山平三 《日清役平壌戦》,太田
喜二郎 《日清役黄海海戦》,中村不折 〈日露役日本海海戦》,鹿子木孟郎 《日露役奉天戦〉など
の戦争画は,動きのある劇的な構図や群衆の表現を適用し絵画として成功しているが,全作品
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現在でも 〈建国》 にとくに題名はなく,必要なときには "lecoq"などと呼ばれているとい
う82)｡同美術館のエレーヌ･バイユー氏によれば,この作品を予備知識なしで見たとき,フラ
ンス人であればまず確実に,雄鶏を ｢ガリアの雄鶏｣と理解するであろう,とのことであった｡
































2) 高階秀爾 ･三輪英夫編 『川村清雄研究』中央公論美術出版,1994｡
3) 『青木コレクション名品展』図録,朝日新聞社,1999｡『日本近代洋画への道 山岡コレクショ
ンを中心に』展図録, 日動美術財団 ･笠間日動美術館 ･女子美術大学,2001｡『鹿瀬コレクショ
ン』展図録,笠間日動美術館,2003｡
4) 石井元章 ｢日本人留学生の足跡 2川村清雄｣『ヴェネツィアと日本一美術をめぐる交流』 ブ
リュッケ,1999｡
5) 『氷川清話』角川文庫 1972,p.2410
6) 伊原青々園 ･後藤宵外編 『唾玉集』春陽堂, 明治39年 (東洋文庫592 平凡社 1995, pp.
140-141)｡
7) 小松重男 『幕末遠国奉行の日記 御庭番川上修就の生涯』中公新書 1989｡
8) 川村帰元 ｢御庭番の事｣進士慶幹校注 『旧事諮問禄 一江戸幕府役人の証言-』(下)岩波文庫,
1986｡
9) 高階秀爾 ｢川 村清雄の人と作品｣前掲 『青木コレクション名品展』図鍾 (『西洋の眼 日本の









40巻 7号 [復刊第375号],1975年 7月,p.3)｡明治32年3月号の 『ほととぎす』(第2巻6
号)誌上の記事 ｢河村清雄氏絵画展覧会｣によれば,件の作品は｢《古器物》(森林太郎氏蔵)｣
で ｢場中出色の作の-｣(p.44)であったようだ｡
ll) ｢『川村清雄翁聞き書き』一慶喜公と亀之助さま｣遠藤幸威 『女聞き書き 徳川慶喜残照』朝日
新聞社,1985,pp.270-2710




る (｢川村先生の経歴と其の性格｣『中央美術』 5巻 1号,大正8年 1月,p.42)｡また,帰国後
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14) 前傾 『唾玉集』p.144｡荒井義雄 ｢梅子と清雄 一明治初期英学少女と画学青年川村清班-｣
(上)(下)『明治村通信』1979年 11月,12月｡
15) 前傾 『唾玉集』p.145｡








た四角いラベルが貼られている｡裏地には墨で鮮明に ｢日本 川村清雄 七十八歳 昭和四年四
月六日｣ と4行に分けて縦書きで書かれ,裏面上部中央,木枠のすぐ下あたりに "Ⅰnscription
japonaise/DateetAgedel'Artiste/mom- [del'Artiste]/sanstitre"(｢日本語による記
載/日付と画家の年齢/- [引用者註 :画家の]名前/題名なし｣) と薄く書き込みがある｡
裏打ちの破れと白絵具部分の亀裂の他は,保存状態はおおむね良好｡すべて状態は当初のままと
考えられる｡

























































25) 手紙の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書1002113)｡｢常々千駄ヶ谷公より被急全一意専
心働き罷有候必々仏国行之画来月草々落手御詫ひ仕候問,暫時御勘弁之程奉願上候,先は御返事
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省の委嘱により日清戦争の黄海海戦図4枚を措くことになったときには,小笠原長生と兄ととも
に監督の任に当たり (小笠原長生 ｢洋画の天才川村清雄の逸話｣『書道』3巻 12号,1934年 12
月,p.41および小笠原長生 ｢洋画家川村清雄｣『政界往来』6号 1935年,p.181),大正 15年
には清雄の伝記 『川村清雄 作品と其人物』(私家版)を著している｡






























































27) 半交信の全文は以下のとおり (江戸博 川村文書 1002119･1002120)
｢半公信 昭和四年八月十二日






追手 ｢マルセーユ｣ヨリ巴里迄ノ間賃金二百十八 ｢フラン｣二十五 ｢サンチーム｣也当館二於テ
立替置キ候間別添受領証御参照ノ上右金額御送付相成度右申進努々此段得貴意候也 敬具｣












































トニ相成候鼠 御同慶ノ至二耐ヘス候 謹言 岸清一｣













































34) 江戸博 川村文書 1002141の書簡｡












































るお礼であるとして引用されているが (前傾 『川村清雄研究』 p.134),手紙の日付からも礼状
文中の作品の描写からも明らかにわかるとおり,これは 《建国〉ではなく,レグィ個人に贈呈さ
れた別の作品に対する礼状であると考えられる｡































夫の原動みて,八百万の神共に咲ひき｣『日本古典文学大系1 古事記 祝詞』岩波書店 1958.
42) 画面左下の須恵器を描いた,鉛筆と水彩による下絵が残されている｡
江戸博 川村文書1001433 下絵 [｢建国｣]須恵器 水彩 および 1001433 下絵 [｢建国｣]
須恵器 鉛筆
43) 川村清衡 ｢父川村清雄の作品について｣前傾 『静岡の美術Ⅶ 川村清雄展』図録,p.180
44) この円座は清雄が実際に制作時に使っていたものを写生したらしく,これを4枚重ねて敷いた
上に座り制作中の写真が残されている (前傾 『静岡の美術Ⅶ 川村清雄展』図録 p.16)｡
45) 前掲 原長順 ｢川村清雄雑記｣p.134.および原氏直筆メモ｡
46) 原長順氏直筆メモ｡
47) 丹尾安典 ｢時童拾遺記｣前掲 『静岡の美術Ⅶ 川村清雄展』図録,p.12｡』図録,p.12.およ
び丹尾安典 ｢川村清雄研究寄与｣『川村清雄研究』p.61.
48) ｢不折氏の ｢建国｣を評す｣『都新聞』明治40年5月13日 (上),14日 (中),15日 (下の上),
16日 (下の中),17日 (下の下),いずれもp.1｡この記事は無署名だが,木村駿吉の証言から
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清雄の筆になることがわかる (前傾 丹尾安典 ｢川村清雄研究寄与｣p.71の註77)｡ 当時の都
新聞主筆,宮川繊次郎は,《夏の山野》など清雄作品のコレクターであった｡
49) ｢建国籾業｣図版裏解説文 『不折画集』太平洋美術学校 1939.
















54) 高階秀爾 ｢川村清雄についての二,三の考察｣ 『美術史論叢』創刊号 東京大学文学部美術史




のことで,一般に ｢宗教画｣｢神話画｣｢寓意画｣ と呼ばれているものをも含む｡当時 [引用者
註 :明治期]日本において ｢思想画｣,｢理想画｣といわれたものがほぼこれに当たる｣(前掲







鳩と花を配 した 《鳩と静物》(大正2 福富コレクション)を残しているが,焼失し写真のみ残
されている 《画室》も含め,いずれも画家としての清雄を培った ｢西洋古典主義芸術｣の寓意で
あるように思われる (鳩はヴェネツィアのサン･マルコ広場の思い出であろうか)｡







59) 『国際写真情報』第 8巻第 5号 1929年 5月 口絵｡ただし英語題名は,解説のほうでは
"TheFoundationoftheState"となっている｡
60) 『報知新聞』昭和4年3月29日,p.70







62) 昭和5年 2月 10日付の書簡｡全文は註33参照｡
63) 手紙の全文は註26を参照｡
64) ｢日本｣ をこの作品の題名であるとみることもまったく不可能ではないが,他の資料には ｢日
本｣の題名はあらわれない｡また,この清雄による書き入れの説明と思われるフランス語の書き
込み (受贈後フランスにおいて書き入れられたと思われる)に "sanstitre"(｢題名なし｣)とあ











69) ｢江戸趣味と西洋画 川村清雄氏談｣『新小説』6巻4号 明治44.4.1,p.680
70) KiyoteruKuroda,"LaPeintureJaponaise,"TheFarEast,anEnglishEditionofKokumin-
no-Tomo,vol.Ⅱ.no.5,May20th,1897(邦訳 :高階絵里加 『異界の海 芳翠 ･清輝 ･天心に
おける西洋』三好企画 2000 pp.281-282)0
71) 前傾 ｢江戸趣味と西洋画 川村清雄氏談｣p.69｡
72) ｢板と絵 河村清雄氏談｣『趣味』2巻6号 明治40.6月,p.41｡
73) 高階絵里加 ｢黒田清輝の岡倉天心俊 一《智感情の主題と成立をめぐって》-｣前傾 『異界の海』｡
74) ｢画苑の案内｣『日本美術』第60号 明治37年 1月 p.30｡
75) 日本美術院百年史編纂会 『日本美術院百年史』二巻上 日本美術院 1990,p.407｡
















期である大正 14年9月に依頼があった (川村清衛他編 ｢『振天府』と晩年の川村清雄｣資料 『明
治美術学会第46回研究報告』平成2年3月)｡このことから 《建国》の制作時期は 《振天府》の
制作時期と重なっていることがわかる｡聖徳記念絵画館については以下の論文を主に参考にした｡













語として定着してゆくという, いわば ｢逆輸入｣ の過程が指摘されている (玉島敏子 ｢金銀の




82) 現在の 《建国》の裏にはオルセー美術館のラベルが貼られており,そこには "lecoq'とある
が (註 17参照),この即物的な題名は,オルセーへの移管時に資料管理上っけられたものと考え
られる｡








86) 芸術作品に対する解釈が,その作品自体の本質を示すと同時に,解釈する側の本質 (時代 ･場
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て挨拶 しているこの見事な雄鶏は,画伯の思想の本質を象徴するものではないでしょうか? これは, 日
出ずる処の日本に向かって挨拶する, ガリアの雄鶏ではないでしょうか? 極東から極西まで,そのいず
れもが人類の天才の栄光である二つの偉大なる伝統は, 互いにその好敵手に向かって敬意を表するもので



















た｡出席者は以下の通 り｡美術局長ポール ･レオン氏,美術大臣代理デザロワ氏,アカデ ミ- ･フラン



























































































































































































川村画伯の絵画の リュクサンブール美術館への引渡 しに際して, 日本大使及び安達夫人は晩餐会を催 し
た｡主な出席者は以下の通り｡美術局長ポール ･レオン氏,美術大臣代理デザロワ氏,アカデミー･フラ



















































おいて (江戸博 川村文書 1002137)のようにあるものは,この資料番号をさす｡











[付記]本稿脱稿後,2003年 3月24日の ｢文化相渉活動の諸相｣研究会,および5月12日の ｢日
仏文化交渉の研究｣研究会 (いずれも於 :京都大学人文科学研究所)における本論の口頭発表後
に,研究会メンバーから寄せられたさまざまな質問 ･意見は,どれも卓見と示唆に満ちており,
さらなる調査 ･考察を進めてそれらを本論に取り入れたいと願っているが,今の時点では今後の
課題とし,今回の原稿を改めて書き直すことはしなかった｡なかでも,清雄における中国の問題,
そして,本論の題名は ｢フランスへ渡った日本｣というよりは,フランスにおいて培われた日本
美術のイメージを措いたという点で ｢フランスから来た日本｣ではないか,との山室信一氏のコ
メントには,目から鱗の落ちる思いであった｡｢日本｣はあくまでも ｢異国｣という鏡を通して
しか生まれ得ない｡その鏡は現実の鏡と同様にゆがんだり,汚れていたり,ひびが入っていたり
するが,結局は鏡を見ること以外に自分自身の姿を想像する方法はない｡｢日本｣は,中国,
ヨーロッノIO,アメリカといったさまざまな鏡と向き合いながら,みずからのイメージを創造/
想像してきた｡清雄に関しても, これまでの研究においては ｢日本回帰｣｢日本再発見｣という
ことが言われてきたが,私自身は,芸術家としての清雄の中の ｢日本｣は,ふたたびそこに戻っ
てきた場所でもふたたび発見されたものでもなく,極論すればそもそもヨーロッパに行くまでは
存在しなかったもの,渡欧体験によって,｢西洋｣ という双子の兄弟と同時に初めて生まれたも
のであったと考えている｡その意味で 《建国》はまさに ｢フランスから来た日本｣にはかならな
い｡大きな知的刺激を与えて下さった2つの研究会メンバーの皆様には,心より感謝申し上げま
す｡
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